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大 会 発 表 要 旨2006.11.18 『デザイ ン理論』50/2007

デ ザ イ ン作 品 とア ー ト ・ドキ ュ メ ンテ ー シ ョン

ー 大学 コレクシ ョンの場合 一

西村美香/明 星大学

ポスターなどのデザイン作品は,絵 画や彫

刻などいわゆるファイン・アー トと呼ばれる

ものとは鑑賞の視点が異なる。デザイン作品

や資料では,そ れがなぜそのような形や表現

で世の中に現れることになったのか,そ れら

作品の背景が語 られて初めて活きた資料とな

り鑑賞 もできる。そのためには ミュージアム

運営に欠かせないアート・ドキュメンテーショ

ンが芸術作品を扱うのとは違 った視点で要求

される。アー ト・ドキュメンテーションとは

作品の収集 ・整理 ・保存 ・利用のそれぞれの

課程を総合的にとらえる視点 と手法のことで

ある。デザイン作品におけるアー ト・ドキュ

メンテーションの在 り方を考えるのが本発表 ・

の目的である。そして探る手だてとしては,

具体的に京都工芸繊維大学美術工芸資料館と

武蔵野美術大学美術資料図書館の二施設を取

りあげ調査を進めた。調査の対象に大学が運

営するミュージアムおよび大学所蔵のコレク

ションをとりあげた理由は,そ れらが教育機

関 ・研究機関との位置づけで採算性 とは離れ

て比較的研究主体で運営が可能であり,学 究

的な意味でのアー ト・ドキュメンテーション

の在 り方を牽引すると考えたからである。

京都工芸繊維大学美術工芸資料館と武蔵野

美術大学美術資料図書館は日本で十数カ所あ

るデザイン分野の所蔵を有する大学 ミュージ

アムのうちでも,所 蔵品数か らいっても網羅

す る範疇からいっても,と もに トップレベル

にある。開学より百年を超える歴史をもちそ

の当初より文部省のバ ックア ップを受け所蔵

晶の収集と充実に力を注いだ国立京都工芸繊

維大学と1960年 代の高度経済成長に支えられ

た高等教育機関への進学熱を背景に学校経営

に乗り出し,大 学設置基準が要求する条件の

もと図書館を用意せねばならずその併設機関

として美術館機能を有 した施設を設置 した私

立武蔵野美術大学。国立と私立の違いからそ

のミュージアム設立の経緯や運営の仕方には

違いがある。前者は明治創立以来の膨大な所

蔵をもち,後 者はゼロからの出発で所蔵品獲

得のため同窓の力を活用 した。 しか し所蔵の

経緯や内容は違えども,そ れ らはいまや学内

だけでなく広 く社会に開いて活用 していこう

という風潮にある。そのためにはデータを集

め整理 しアーカイブとして整え,そ れをさら

にデジタル化 して誰 もが利用できるように

Web上 に公開することが求められている。

しかし現実には資料の整理だけでも大変な重

労働であり,そ の情報をまとめたうえのデー

タ分析やさらに研究と,そ れらを限られた人

材と予算内で行うのは至難である。現在,両

校でもアーカイブのデジタル化は途上であり,

公開は行っていない。

アー ト・ドキュメンテーションの運営のひ

とつに所蔵品についてその存在と意味の証拠

をそろえて情報記録を作成 ・管理することが

ある。大学においては人海戦術で対処できる

作業は学生が大いに力になってくれようが,

存在と意味の証拠を示す情報記録作成つまり

作品のデータ分析はそれだけでは対応できな

い。専門の知識を伴った調査 ・研究が必要 と

なる。そこでは学内の専門家はもちろんのこ

とそれだけでな く学外の専門家の協力 も必要

とされるだろう。 この他にもドキュメンテー

ション運営の難 しさはある。例えばWeb公
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開に際しての画像のデジタル化である。印刷

物つまりポスターなどは,そ の画像をデジタ

ル化することは複製の可能性をはらみ難 しい。

技術的には何 も障害はないが逆に技術が進み

高解像度の画像の添付が可能になればそれを

もとに精密な複製をつ くりだすことが可能に

なる。オ リジナルと寸分違わぬ図柄のコピー

ができるのである。ではそれは贋作なのであ

ろうか,オ リジナルでないことは確かである。

複製物の複製,そ の存在をどう捉えればよい

のだろう。また,著 作権に関しても利害が絡

みは しないのか気になるOこ の問題ひとつを

とってもデザイン資料の ドキュメンテーショ

ンは管理には芸術作品とはまた違った視点が

要求され違 った意味で神経を使うというのが

わかる。いまひとつ管理を含むドキュメンテー

ション運営の難 しさとしてデジタル化はデー

タ更新の履歴が見えにくいということも挙げ

られる。いつ誰がそのデータを書き換えたの

かあるいは新 しく書き加えたのか,そ して以

前のデータはどうであったのか,そ れらが上

書きにより消されてしまい残らないからだ。

加筆の跡が見えないデジタル ・データはあた

かもそれが完璧であるかのような絶対性を装

い油断がならない。

デジタル化によるWeb上 への公開は,現

物に当たらないで研究がデータにのみ頼 って

しまう傾向を促進する側面ももつ。確かに画

像があれば,そ れは図柄,何 を描いてあるか

は伝えて くれる。 しか しそれがどんな分厚 さ

でそしていかなる風合いの紙に刷 られ,イ ン

クの発色がどんな具合で表面がどのような様

子なのかは伝えてくれない。いったいいつ誰

がどこで,ど のように,ど うした目的で制作

し,そ して集められたのか,そ れらを現物の

紙やインクが伝えて くれるときがある。デジ

タル ・データは情報がある程度削ぎおとされ

ていることを認識 しておかなければならない。

アー ト・ドキュメンテーションにおけるデ

ザイン資料の扱いは特有の問題をはらみなが

らアーカイブのデジタル化,そ してその公開

が現在試行的に行われている。 リスクもある

もののやはりアーカイブの公開は ドキュメン

テーションには必要で,有 効な手だてのひと

つになると考える。デザイン資料はそれ らも

のの背景が語られてこそ活きた資料となる。

作品の来歴が知れるとその素性が知れ,な ぜ

それが生み出されそしてここにあるのか,そ

の時代の生活様式や経済の状況,と きには政

策や政略さえ見えることがある。それ らを伝

える資料としてデザイン作品はその価値を増

す。そのためには多 くの知識の積み上げが期

待されるアーカイブの公開,そ れがもたらす

成果の大きさは計 り知れない。デザイン資料

にとってデータの充実は必須である。ポスター

にしろプロダク ト製品にしろデザインはどう

してそのような見かけ,身 な りになって世の

中に登場することになったのか,そ れを読み

解 くことが必要なのである。 しか し,こ の読

み解 く研究がなかなか進んでいないのが現状

ではなかろうか。膨大な作業量に対しての人

材配置の少なさそして限られた予算などが障

害 としてあげられる。大学の ミュージアムは

まだしも民間の美術館ではさらに利潤追求を

課 され,展 覧会企画に手一杯で研究に関 して

は ドキュメンテーション活動に偏 りがみえる

ところさえある。作品の背景を語れるだけの

データを揃えたアーカイブの作成 ・管理まで

ドキュメンテーションを充実させているとこ

ろはおそらく少ないと考える。そういった意

味では日本にはまだ本当の意味でのデザイン・

ミュージアムは存在 していないのかもしれな

い。こうした状況下にあってアーカイブのデ

ジタル化と公開は新 しい方策を示 して くれよ

うとしている。
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